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｢もののヒミツ調査隊パート2-空気｡水･金属のふしぎ～｣

五十嵐 敏文

1.授業の主張

｢予想通りだった-･｣｢やっぱり-｣｢当たり前
だよ-｣と子どもたちが感じてしまうようでは､

意欲をもって学び続けることは困難である｡

そこで本実践では､下から温めているのにも

関わらず上から下へと水があたたまっていく現

象と子どもたちとを向き合わせる｡ 多くの子ど

もが抱いているであろう水のあたたまり方に関

する素朴概念 (下から温めた場合､下から上へ

と順にあたたまっていく)を揺さぶり､刺激を

与えることができる学習過程や活動を構想する

ことにより､｢え !?おかしいな-｣｢なんでだ
ろう｣｢もっと詳しく調べてみたい !｣と心の底
から子どもたちが思えるようにしたい｡自分自

身の考え (素朴概念)に疑問を抱いたとき､そ

こには学び続ける子どもの姿があるはずである｡

2.単元名 :｢もののヒミツ調査隊パート2

-空気 ･水 ･金属のふしぎ～｣

3.単元について

(1)単元の目標

温度を上げたり下げたりすると､金属 ･空気 ･

水のかさが大きくなったり小さくなったりするこ

と､また､空気や水は温度を上げると対流しなが

ら温まっていくということ､一方､金属は少しず

つ熟が伝わりながら温まっていくということなど､

金属 ･空気 ･水の性質を見出すことができる｡

水は温めたり冷やしたりすることによって水蒸

気や氷に姿を変えること､また､常温でも水面や

地面から水蒸気になって蒸発し､空気中の水蒸気

は､雨 ･雪などに変わって再び地面に戻ってくる

ことを調べ､自然界では水が循環していることを

捉えることができる｡

○空気 ･水 ･金属を温めたり冷やしたりしたとき

の変化に関心をもち､物の温まり方や体積の変

化について自ら進んで調べようとする｡

○日常生活において､物を温めたり冷やしたりし

ていることに目を向けようとする｡

○熱の伝わり方を利用している器具を､生活の中

から探そうとする｡

○雨水がやがて減っていくことに関心をもち､そ

のわけを調べようとする｡

ほ 然事象への関心 ･意欲 ･態度】

○物を温めたり冷やしたりしたときの変化につい

て､操作と結果を関係付けながら考えることが

できる｡

○温めたり冷やしたりしたときの空気 ･水 ･金属

の変化を比較しながら､これらの物の性質を見

出すことができる｡

○体積変化や湿度変化､水の三悪変化を熱と関係

付けて考えることができる｡

【科学的な思考】

○ビーカーやフラスコ､試験管､アルコールラン

プなどの器具を正しく安全に使いながら実験を

行うことができる｡

○空気 ･水 ･金属の熱による体積変化や温まり方

を調べる方法を工夫することができる｡

○実験における現象の変化等を観察し､ノートに
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分かりやすく記録 ･表現することができる｡

【観察 ･実験の技能 ･表現】

○物が温まるとかさが大きくなり､冷えるとかさ

が小さくなることを理解している｡

○空気や水は熟せられた部分が移動して全体が温

まっていくのに対し､金属は熟が直接伝導しな

がら温まっていくことを理解している｡

○水は温度によって氷や水蒸気に変わることを理

解している｡

【自然事象についての知識 ･理解】

(2)単元設定の理由

本単元は ｢温度をかえて､かさの変化を調べよ

う｣｢もののあたたまり方を調べよう｣｢変身する
水を調べよう｣のように単元が分かれていたり､

その間に ｢星は動くのだろうか｣｢生きものを調
べよう｣などの単元が挟まれていたりする場合が

多い (大日本図書参照)｡しかし､本校理科部では

この三つの学習内容を統合して大単元 ｢もののヒ

ミツ調査隊パート2-空気 ･水 ･金属のふしぎ～｣

を設定している｡統合した理由は､以下の3点で

ある｡

･扱う素材 【金属 ･水 ･空気】が同じものである

ため｡

･子どもたちの思考の流れを途切れさせることな

く､意欲的に学び続けられるようにするため｡

丁もののあたたまり方を調べよう｣では 【水や空
気と金属ではあたたまりかたが違うことを､も

のの性質と関係付けてとらえることができるよ

うにする】､｢温度をかえで､かさの変化を調べ

よう｣では 【ものの温度とかさの変化を関係付

け､ものによる変化のしかたの違いをとらえる

ことができるようにする】､｢変身する水を調べ

よう｣では 【水のすがたの変化を温度と関係付

けてとらえることができるようにする】と､大

きなねらいが設定されている｡このように3着

のねらいには､熱の働きに関することや､もの

の性質に関することなど､共通する部分がある

ため｡

4.学び続ける子どもを育てるための手立て

理科学習における ｢学び続ける子ども｣とは､

【自分なりの疑問や課題をもって､計画的に観察･

実験に取り組み､仲間と共に問題解決していく子

ども】

である｡

そこで､以下の ｢課題のコントロール｣｢素材の
コントロール｣｢子どもの相互作用の場のコント
ロール｣｢素朴概念へのゆさぶり｣の4点を､上で
述べた理科学習における学び続ける子どもを育て

る具体的手立てと考える｡

子ども一人一人の願いや求め､問いを十分に引

き出せるかどうかは､自然事象との出会いの場を

授業者がいかにコーディネートするかにかかって

くると言っても過言ではないだろう｡ つまり導入

段階の課題や素材 (教材)の提示の仕方やタイミ

ングが大切になってくる｡ このことは､導入段階

だけではなく途中段階でも同じことが言える｡ .

子ども一人一人が自然事象から問いを見出すこ

とができた後は､クラス全体の問題になるよう､

お互いの問いを出し合い､じっくりと聞き合うこ

とができるような ｢相互作用の場｣を設けること

が大切になってくる｡一人一人の様々な問いを知

ることに始まり､その問いを分類し共有し合うこ

とにより ｢学級集団の問題｣へと変わった瞬間､

子どもたちは仲間と共に ｢実験したい｣丁観察した
い｣｢調べたい｣｢確かめたい｣と思い､学び続け
ることができるであろう｡ 相互作用の場にはこの

ような問題を練り上げる場だけではなく､グル∵

プまたは個人で実験をしている場､結果から緒論

を導き出す話し合いの場､素材と子どもとの間に

生じる相互作用など､様々な場合が考えられる｡

このような場を授業者が大切にしていくことが｢相

互作用の場のコントロール｣である｡また､子ど

もたちが抱いている素朴概念をゆきぶり､調べて

みたいと思うきっかけを授業者が予め単元計画の

中に構想しておくことも大切である｡｢素朴概念へ
のゆきぶり｣は子どもたちの学習意欲を高める手

立てとなるはずである｡

これら4つの要素を授業者が意識 (授業者の意
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織をコントロールする)し､見通しをもって学習

活動展開計画を立て授業を実践することが大切で

あると考える｡

素材のコントロール

今回の実践で授業者が意図したことは､｢子ども

たちが考えた実験方法 (素材)を可能な限り実現

させてあげることにより関心と意欲の拡大を図り､

自然事象を自ら進んで解釈させたい｣ということ

である｡しかしながら､子どもたちの考えた実験

方法だけでは結果がはっきりと出ず､結論へ導く

ことが困難な場面も出てくることが考えられる｡

そこで､素材のコントロールの視点として配慮し

たことは､以下の点である｡

○自然事象をより解釈しやすくするため､いくつ

かの実験方法で問題を解決していく

-いくつかの実験結果を比較することにより､

子どもたちは事象を解釈しやすくなるであろう｡

また､意欲を高め科学的思考力を高めるためにも､

子どもたちに実験方法を考えさせたい｡しかし､

子どもたちが考えた実験方法 (素材)だけでは問

題解決が困難な場合は､授業者から積極的に提示

していく｡ 水のあたたまり方では､サーモテープ､

サーモインク､鉛筆の削りかす､温度計を使って

水のあたたまり方を調べていく｡

課題のコントロール

ゴム栓をつけたペットボトルを湯につけ温める

と ｢ボン!｣とゴム栓が飛び出る｡本実践はこの現

象を子どもたちに提示するところから始める｡子ど

もたちは ｢おもしろい!｣｢温めたからだね｣｢中の
空気が温められて大きくなったんだよ!きっと!｣

｢空気が上に上がったからじゃないかなあ｣など子

どもたちは一斉につぶやき始め､ペットボトルの

ふたが飛び出た理由について考え始めることが考

えられる｡ そこから学級集団の問題 ｢ペットボト

ルの栓が飛び出たのは､空気があたためられてか

さが増えたから?それとも空気が上に上がったか

ら?｣-と変わっていくであろう｡この事象をきっ

かけに､子どもたちは意欲をもってものの性質に

ついて調べていくことができるはずである｡

次に､学習活動展開計画は以下のようにする｡

1次 熟による空気のかさの変化-熟による水の

かさの変化-ト熟による金属のかさの変化

2次 金属のあたたまり方-水のあたたまり方

-空気のあたたまり方

3次 水の三態変化

｢熱によるかさの変化｣ではかさの変わり方には

違いがあるものの､[温める-かさが増える][冷

やす-かさが減る]という同じ変化が起きる｡子

どもたちは結果の比較を通して､ものの性質につ

いて捉えることができる｡また､｢もののあたたま

り方｣を2次に設定することにより､ものの性質

は ｢熱によるかさの変化｣のように同じところも

あれば､｢あたたまり方｣のように違うところもあ

ると､1次との学習と比較しながら捉えていくこ

とができるであろう｡このように単元計画を組み

立てることにより､子どもたちは ｢熱によるかさ

の変化｣と ｢あたたまり方｣を関連させながらも

のの性質について調べていくことができると考え

る｡また､子どもたちの思考が途切れないように､

これまでの学習と今の学習が関連しているという

意識を常に持たせられるよう配慮することを心掛

ける｡

子どもの相互作用の場のコントロール

｢子ども一人一人の問いや願い､求めを､もたせる場｣

｢結果の予想をする場｣｢課題や問題を解決していく
ための方法を考え検討していく場｣｢実験をする場｣
｢結果から結論を導く場｣
子ども同士の相互作用が強く働 く場である｡ 子

どもたちの学習に対する意識を深めていくために

も､これらの場にじっくりと時間をかけたり､時

には教師の出を多くしたりしていく必要があると

考える｡その他にも､｢子どもと素材との相互作用｣

も考えられる｡

素朴概念へのゆさぶり

授業の主張に記したが､水のあたたまり方の導

入では､水が上から下に温まっていく現象と子ど
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もたちとを向き合わせたいと考えている｡子ども

たちは ｢もののかさと温度｣の学習で､空気や水､

金属は同じような性質があると捉えている｡その

ため､｢もののあたたまり方｣の学習でも､水も金

属(スプーンや球)の温まり方と同じであろうと考

える子が多くなるであろう｡これは素直な考え方

であり､今までの学習がしっかりと身についている

証拠でもある｡そこで､これまでの学びを生かし､

子どもたちが抱いているであろう素朴概念を揺さ

ぶることにより､子どもたちに ｢あれ !?｣という

思いをもたせたい｡自分の考え (素朴概念)に疑

問を抱くことが､学びの原動力になると考える｡

その他に､子ども一人一人の願いや求め､問い

を可能な限り出発点としながら､実験や観察を通

し､これらの願いや求め､問いから学習問題を子

どもと共に練り上げて､学びの土俵を築いていく

ごとが大切であると考える｡子どもの願い ･求め ･

問いを出発点にした学習問題であれば､予想や結

論を求める場での話し合いが活発化し､実験や観

察､結果､結論-の関心 ･意欲が高まることが期

待できるからであるOまた､理科学習の特性の一

つとも言える､実験 ･観察も充実していきたい｡

5.児童の実態と本時までの学びの歩み

(1)児童の実態と本実践に至るまでの学び

の歩み

4年3組は2年目の学級である｡毎週木曜日の

昼休みには清登の時間を短くし､30分間程度のク

ラス遊びをしている｡また､誕生日の友達を祝っ

てあげるために毎月誕生日会を行うなど､みんな

で活動することを楽しんでいるようである｡男女

の関わりがあり､物事を楽しみながら取り組むこ

とができる子どもたちである｡ クラステーマで野

菜を育てたり､生き物を教室で飼ったりと生き物

や植物に興味を示す子が多いのも特徴である｡

_第3学年 ｢風やゴ与の働き｣｢物と重さ｣
両単元ともA区分に当たり､｢風やゴムの働き｣

では､ものづくり (ゴムや風の力で走る車)を通

しゴムや風の力で車を遠くまで走らせる方法を考

え､｢物と重さ｣でも､ものづくり (手作り天秤)

を通し物の重さは形や種類によって変わるのか調

べてきた｡また､両単元とも ｢じっくりと実験 ･

観察をしてもらいたい｣｢まず自然事象を自らの力

で解釈してもらいたい｣という授業者の願いから､

一人一つずつ実験セットを用意した｡ものづくり

の活動と､一人一実験を取 り入れたことにより､

子どもたちは自分の実験結果と友達の実験結果を

比較しながらよりよいものづくりをしていこうと

する意欲的な姿を見ることができた｡

第4学年 1学期 ｢人の体のつくりと運動｣

本単元でも昨年度同様ものづくりと一人一実験

を取り入れるため､導入では ｢五十嵐君人形を人

に近づけてあげよう｣と課題を設定し学習をスター

トさせた｡昨年度の学習と子どもたちの実態を生

かすためである｡

子どもたちは ｢個の活動 (腕の模型を作る)｣｢グ
ループでの活動 (脚や手､背骨などの観察と模型

作 り)｣｢クラス全体での活動 (五十嵐くん人形の
作成)｣と段階を踏みながら､観察とものづくり活

動に没頭することができた｡

第4学年 2学期 ｢電気の働き｣

｢電気の働き｣の学習では､グループ実験を多く

取 り入れた｡理由として､直列回路や並列回路を

知識として分かっていたとしても､実際に回路を

作るとなると乾電池の向きや導線の長さなどの違

いによって混乱してしまい､作ろうと思っている

回路を作れないことが多々あるためでもある｡ 子

どもたちは､乾電池一つの回路や乾電池二つの直

列回路 ･並列回路の作成､そして電流の計測など､

教え合い (相互作用)ながら学習を進めることが

できた｡
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(2)本単元における本時までの学びの歩み
第1次 もののかさと温度

[C:子どもたちの実際 ･授業感想等] [○授業者が授業前に意図していたこと △授業後の振り返り等]

第1時 11且迎且

『お湯につけたら､なぜペットボトルのふたが飛び出たのだろうか?』

【事象提示】｢ボン!｣
C:わ～日 もう一回やって H
c:すごい !すごい !音が面白いね｡
T:どうして栓が飛び出たんだろうね｡

C:温められたからじゃないのかなあ｡
C:温められるとかさが増えるんだよね｡(多数意見)
C:けど､上に上がるってことも考えられるけど｡(小数意見)
C:そっかあ｡ たしか､温められると空気が上に上がるんだよね｡
T:二つの考えが出ましたね｡次回は､どちらが原因なのか調べてい

きましょうね｡

[感想]温めると葦が飛び出ることが分かりました｡では､冷やすと

どうなるのか知りたいです｡

第2時 12月10日

『ペットボトルのふたが飛び出たのは､空気が温められてかさが増え

たから?それとも空気が上に上がったから?』

T:このことを調べるためにはどうしたら良いのかな

C:ペットボトルを横にして温めたらどうかな｡
C:ペットボトルにお金を置いてみる実験は?空気が大きくなれば
パカバカ動くはず｡

C:あとは何があるかなあ
T:大きくなるのか分かるものが良いんですよねえ｡ 身の周りにある

もので､良いものはないかなあ｡

C:風船はどう??
C:あ～ !それは面白いね !
T:上や横の場合について調べることができそうですよね｡この実験

方法なら､栓が飛び出た理由について調べられるかな

C:大丈夫だと思うよ
T:例えばだけど､下向きにした場合も膨らんだり栓が飛び出たりし

たら､もっとはっきりと分かると思うんだけど｡

C:確かに-｡けど､無理だよね-0
C:うん-｡調べられたらおもしろいけど､難しいよね- ｡
T:例えば､こんな方法はどう? [試験管と石けん液の提示]

C:そんな方法もあったのか- !それなら､上下左右について調べ
られるね｡

【実験】

C:ペットボトルを横にしても風船が膨らんだよ｡試験管の実験でも
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○子どもたちにとって ｢おもしろい!｣

｢これから先､どんなことを調べてい

くんだろう?｣という､学習に対する
期待感を高める｡ また､｢かさが増え

たから｣と ｢上に上がったから｣の意

見を対時させたい｡

△今回の事象提示は､子どもたちにとっ

て興味深いものであり､次への問いが

生まれることにつながった｡子どもの

感想の中で ｢冷やすとどうなるのか｣
といったさらに先を見通したものも出

てきた｡子どもの願いや求め､問いで

授業を組み立てていけることを確信｡

しかし､意外と空気上昇説が少なかっ

たことが残念｡

○実際は､温められた空気は上昇するた

め､空気が上に上がるという現象は起

きる｡ しかしながら上昇するだけでは

栓は飛ばない｡今回の実験結果や､子

どもたちの実態を考えると､このこと

まで追究しようとするのは難しい｡そ

こで今回は､子どもたちの予想で多

かった ｢かさが大きくなる｣という予

想を前提として ｢○○ならば､かさ
が大きくなったから栓が跳んだと言え

る｣と考えながら実験を進めていきた
い｡また､子どもたちが考えた実験方

法は可能な限り実現させてあげたいが､

今回の問題を追究するうえで適切では

なかったり､足りなかったりした場合

は､結果を解釈しやすいフラスコや試

験管などを利用した実験方法を授業者

から惜しみなく捷示していこうと考え

ている｡

△授業者が実験方法を提示するタイミン



上下左右どの向きで調べても､膜が膨らんだね｡

C:けど､上に上がった空気が横に流れていったとも考えられるよ｡
C:もし､そうだとすると､空気がなくなる場所ができるってことに

なっちゃうから､やっぱり､空気のかさが増えるってことだよ｡

第3時 1月13日

『空気を冷やすと空気のかさは減るのだろうか』
T:友達の授業感想で ｢空気を冷やした場合はどうなるの?｣という
ものがありましたが｡

C:冷やしたら､減るんじゃないかあ｡温めると冷やすは反対の意味

の言葉だからね｡

C:私もそう思うな｡

C:けど､空気が減るってちょっと想像できないなあ｡
T:実験方法はどのようにしてみますか｡

C:前回と同じで良いと思います｡

【実験】

C:膜が少しずつ下へ動いて､最後には割れたよ｡
C:風船も縮んで､ペットボトルに吸い込まれていったよ｡

C:膜が下がったってことは､空気のかさが減ったと言えるね｡

C:空気は温められるとかさが増えて､冷やされるとかさが減ると言
えることが分かりました｡

第4.5時 1月20日

『水も温めたり冷やしたりすると､空気と同じようにかさが変わるの
だろうか』
T:みなさんは2学期に教育実習の先生と ｢空気と水｣について調べ

ましたよね｡ここでも､水について調べていきたいと思います｡

C:水も空気と同じように､増えたり減ったりするんじゃないかなあ｡

C:けど､夏にお茶を冷やして凍らせた時は､ペットボトルがパンパ

ンに膨らんだよ｡ それって､冷やすと増えるってことだよね｡

C:そうだ!温めると水って減るよ! ぐつぐつ沸騰させるとお湯が
減るもん !

C:あ～､なるほど!たしかに､僕もその経験あるなあ｡ 氷って空
気と反対なのかな～｡

T:ぐつぐつ沸騰するまで温めたり､凍るまで冷やしますか? ｢空

気と比べると-｣って考えている人が多いので､実験方法を変え
ると-｡

C:たしかに｡お湯と､氷水の方が良いのかも｡ 空気はそこまでやっ
てないし｡

C:けど､やってみたいなあ｡
T:たしかに面白そうな実験ですよね｡水について何か発見できるか

もしれないしね｡じゃ､こうしましょう｡ とことん温めたり冷や

したりするのは､今度やると言うことで｡とりあえずは､同じ実

験方法で､水はどのように変化するのか調べていきましょう｡
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グはとても大切だと感じた｡もし､子ど

もたちの考えを聞く前に試験管の実験方

法を提示してしまった場合､子どもたち

は考えることを止めてしまっていただろ

う｡ 科学的な思考力を育てることや､意

欲を高めるためにも､実験方法を子ども

とともに考えていく必要さを実感した｡

〇第1時で出た子どもの授業感想から､

第3時をスタートさせる｡ クラスの友

達が書いた感想からということで､み

んなで調べてみようという意識が高ま

るのでは｡また､(温める.-冷やす)

(増える- 減る)を比較しながら考え

させることにより､結果に期待をもた

せたい｡

△チビもたちは比較する力が付いている

と実感｡空気や水､金属を比較､かさ

の変化と温まり方を比較など､この単

元では比較しながら考えるということ

を軸に､科学的な思考力を育てたい去

○予想の理由を考える場面では ｢凍らせ

たらペットボトルが膨れたため､冷やす

とかさが増えるはず｣など､これまでの

生活体験からの予想を期待する｡水の

三悪変化の学習へと繋げていける貴重

な意見にしたい｡そのためにも､授業

者から ｢なんでそう思ったの?｣と積極
的に予想の理由を聞いていきたい｡こ

こでも､子どもたちと共に実験方法を

考えていきたい｡おそらく､空気と同じ

ような実験方法を考え結果がはっきりと

はでないであろうが､そこに期待する｡

空気よりもかさの変化が小さいと捉えら

れるきっかけになるだろう｡

△水は子どもたちにとって身近なもので

ある分､日常生活から､とことん温め

たり冷やしたりしたいという声が挙

がった｡少し授業者として戸惑ったが､

子どもたちの学習意欲は評価できる｡

今回の授業で､水の三態変化の学習ま

で子どもたちの願いを大切に授業設計



C:分かった l
【実験】

C:う～ん｡よく分からないなあ-0
C:ほら!ちょっとだけ増えたよH

c:そう? よく分からないんだけど-0

鼻息__7時 上月22月

『金属も温めたり冷やしたりすると､空気と同じようにかさが変わる

のだろうか』
C:金属も､空気や水と同じようにかさが増えるのかなあ｡
C:さすがに金属は増えないと思うよ-0

【実験】

C:スプーンはさすがに変化しないね｡
C:あれ !?少しだけ金属の球が輪に引っかかったよH

C:本当だ 日
C:けど､2回日は引っかからなかったよ｡

C:お湯が冷めたからじゃないかなあ｡

C:先生 !もっと金属を熱くしたら変化がよく分かるんじゃないの
かな

T:それでは､火を使ってさらに金属を温めましょうか｡

C:それならもっと変化がはっきりと出るかも
C:あ !今度は全く通らなくなった｡けど､水で冷やすと通るよう
になった !

C:スプーンは変わらないねO色が黒くなったけど.
C:5分くらい温めていたら､熱くてスプーンがもてないよ.

C:金属も､空気や水と同じように温めたり冷やしたりするとかさが

変わることが分かりました｡

第2次 もののあたたまり方
第8時 1月㌘日

『スプーンはどのように温まっていくのだろうか』

C:スプーンをアルコールランプで温めたら､持ち手の所まで熱く

なっていったから､じわりじわり温まりそう｡

【実験】

C:3秒くらい火に当てるとその場所は温かくなったけど､他の場所

は温かくないよ｡

C:2分くらい火に当てていると､半分位まで温まってくるよ｡

C:持ち手の所までは5分位かかったよ｡

C:僕は､5分温めても最後まで熱くならなかったよ｡ なんでだろう｡

火が違うからかなあ｡

C:けど､火を当てたところから順々に温まっていくことは分かった

ね｡
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ができそうである｡

空気と同じ実験方法では結果がはっ

きりとはでないため､小さな変化を捉

えようと子どもたちはじっくりと観察

していた｡はっきりと結果が出過ぎな

いことも､子どもたちには興味を示す

ようである｡

○最初から火で温めるのではなく､今ま

での実験同様､お湯と氷水で実験させ

たい｡お湯では体積変化が小さいこと

を捉えた後に火を使うことにより､火

を使う実験に意義をもたせたい｡ま

た､金属球だけではなく､スプーンな

ど身近な金属も温めさせることによ

り､次の ｢もののあたたまり方｣の学

習へとつなげていきたい｡

△まず､これまでの実験同様お湯で調べ

たことにより金属の変化は小さいこと

を捉えられたようである｡また､ス

プーンでも調べることにより､かさの

変化の小ささや熱の伝わりについて気

付くことができた｡子どもたちが混乱

しない程度であれば､いくつかの実験

結果から考えていくことが4年3線に

とっては良いようである｡

○スプーンを手で触ることを繰り返しながら､

スプーンの温まり方を調べさせることに

より､実感を伴った理解へとつなげてい

きたい｡火傷をしないように十分配慮する｡

スプーンに関しては､一人一実験がで

きるよう､人数分用意する｡実験を終え

スプーンを冷やす際､スプーンについた

水が沸騰する現象に興味をもたせたい｡

△火傷に十分配慮しながらの実験であっ

た｡危険であるため最初は梼蹄した

が､子どもたちの実験の様子や感想か

ら振り返ると､手で温度変化を調べる

ことは小さな変化まで捉えられるため､



第9,10時 1月29日

『金属はどのように温まっていくのだろうか』

ア イ

二 二:
ウ

T:前回の授業で使ったスプーンは金属ですよね.そこで今日は､ス

プーンではないのですが次のような金属を使って同じように温ま

り方を調べてみたいと思います｡

C:楽しそうだねoスプーンと同じように温まるんじゃないのかなあ｡
C:イは-｡ぐるっと回るのかなあ｡
C:クはスプーンと同じだよね｡きっと｡

【実験】

C:アはとっても速いね !一瞬だよH
C:イは､アよりも最後まで温まるには時間がかかるね｡やっぱり､
グルッと回る感じだった｡

C:けど､一つだけ納得できないことがあるんだけど｡イの場合は火に
当てたところから一番遠い所と､最後に温まる所が違うってことo

C:金属板が一部無い所があるからだよ｡
C:空気にも熱が伝わっていると思うけど､遠回りしたとしても金属
を伝わった方が速いんだよきっと｡

C:算数で言うと､距離と道のりがあったじゃん｡イの実験は道のり
で考えると分かりやすいよ｡

第11時 2月3日

『水はどのように温まっていくのだろうか』
T:金属の温まり方について調べてみましたが､水の温まり方につい

てはどうなんでしょうね｡

C:温めた所から順々に温まっていくんじゃないかなあ｡
C:僕はまず､試験管に熱が伝わっていくと思うから､外側から内側
にかけて温まっていくと思うなあ｡

C:やっぱり､下から上に温まっていくと思うよ｡普通に考えて｡
C:僕は温かい水が上に行くと思う,｡そして､冷たい水が下に行くん
じゃないかな｡

【実験】

C:あれ 目 上から下に色が変わっているよ!
C:そんなことないよ!テープがおかしいんじゃないの !先生 !
C:先生､もう一回やってみてもいい??
C:あれ､2回目と3回日の結果がちがうよ日 なんで??
C:よ-く見ると､最初は一番下が赤く変わっているよ｡
C:上と下から同じように赤くなっていったよ｡
C:僕の班もそうだったけど､真ん中よりもちょっと下が最後に色が
変わったよ｡

-324-

とても良かった｡

○金属棒と金属板を､サーモテープとろ

うの2種類の方法で温まり方を調べる

ことによって､金属の温まり方をしっ

かりと解釈させたい｡また､サーモ

テープは色の変化が鮮やかであるた

め､子どもたちは興味を示すであろ

う｡ 次時の水の温まり方でも使用した

いと思わせたい｡

△予想の段階では､それほど意見が活発

に出なかった｡子どもたちにとって金属

は温めた所から順々に温まっていくとい

うことが､スプーンの実験によってしっ

かりと捉えることができたからであろ

う｡ しかし､実験結果について話し合

う場では､子どもたちによる相互作用が

強く働く一幕があった｡一人の子どもが

発した気付きから､クラス全体の雰囲

気がガラっと変わり､話し合いが活性

化した｡子どもたちの願いや求め､問

いで授業を作り上げてくことの大切さを

実感｡最後の ｢空気にも熱が伝わって

いるはず｣は､空気の温まり方について

調べる際のきっかけにしたい｡

○前回の実験で､温めた所から順々に温

まるということがさらに子どもたちに

とって､強く印象付けられたようであ

る｡ きっと､水や空気も同じはずと考

える子が多いであろう｡ そこで､その

ような子どもたちの概念をゆきぶるた

めに､水が上から下へあたたまってい

く現象を提示 したい｡｢あれ?｣とい

う思いから､さらに学習に対する意欲

を高めたい｡また､実琴方法を子ども

たちと共に考え吟味していくことによ

り､実験結果の予想もしていきたい｡

いくつかの実験を行うため､子どもた

ちが何について調べているのか混乱し

ないように配慮したい｡



C:100秒位で色が全部変わったから､金属よりも温まる速さが遅い

と思います｡

C:温まり方と関係ないかもしれないけど､小さな泡が出てきたり水

滴が試験管の上の方に付きました｡

C:結局､上と下から同時に温まっていくんじゃないかなあ｡

C:けど､結果がいろいろあるから､まだ上に行くのか下に行くのか

分からないと思う｡水には決まりがないんじゃないのかなあ｡

C:実験の観察の仕方がバラバラかもしれないから､みんなで一つの

実験をもう一回見たら良いと思う｡

C:僕は､やっぱり温まった水が上に行って､冷たい水が下に行くと

思う｡ そして､最後に全部が混ざるんじゃないのかなあ｡

C:僕も水がグルグル動くと思う｡

C:いや､やっぱりまだ言えないよ｡だって､上へ行くまでの結果が

見えていないんだから｡

C:水がグルグル動く可能性もある｡ けど､まだはっきりとは言えな

い｡他の実験方法で調べてみる必要があるよ｡

T:一度整理しますね｡みなさんが最初に予想したものとはちょっと

違いそうだということ｡ 今の段階では､上から下-はありえな

い｡だから､試験管の上の方から水が温まってその後下に下りて

きているのかもしれない｡その時に､水が動いているのかも｡つ

まり､[下から上､そして上から下に温まっていく様子が分かる

実験][水が動いていることが分かる実験]の方法を考えて調べ

ていけばよいということですね｡

C:木くずや絵の具を使えば水の動きが分かると思います｡

C:下から上､そして上から下については温度計と大きなビーカーや

水槽のようなものを使えば良いと思います｡

6.学習活動展開案

第1次 もののかさと温度

[主な学習問題と子どもの学習活動]

象⊥瞳

『お湯につけたら､なぜペットボトルのふたが飛び出たのだろう

か?』

･ゴム栓をつけたペットボトルを湯に入れるとゴム栓がボンと飛

び出る理由を考える｡

畳ま塵

『ペットボトルのふたが飛び出たのは､空気が温められてかさが増

えたから?それとも空気が上に上がったから?』

･ペットボトルや試験管を使い､空気を温めるとかさが増えるの

かそれとも上に上がるのかを調べる｡

塵3時

『空気を冷やすと空気のかさは減るのだろうか』

･空気を温める実験と同じように､試験管とペットボトルを使っ
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演示実験の必要性を子どもが感じてい

る｡このような場合の演示実験は､子

どもたちの目つきが全く違う｡ とても

意味のある演示実験になった｡

知識として､水の温まり方を知ってい

る子どもである｡ このタイミングで発

言してくれたことにより､実験の見通

しと結果-の期待がもてた｡

△授業者として子どもたちを導くとても

大切な場であった｡水の温まり方につ

いて調べるために､2つの視点 [上へ

温まる-下へ温めるのかどうか･水は

動くのかどうか]で調べていくことを

整理できた｡本来ならばこの2つの視

点は､時間を分け一つずつの問題とし

て調べていく流れにした方が子どもた

ちは混乱しづらいかもしれない｡しか

し､4年3組の子どもたちは､比較す

る事象が多い方が話し合いの場が活性

化するはず｡

[子どもを支える手立て]

◇ ｢いったいなぜ ?｣という思いを引き出

し､学ぶ意欲を高めることをねらう｡

【課題のコントロール】
◇｢かさが増えたから｣と ｢上に上がったか

ら｣の意見を対峠させる｡｢自分の考えが
正しいはず!｣と子どもたちは､意欲的に

調べるであろう｡ 【課題のコントロール】
◇(温める.-冷やす)(増える-◆減る)を
比較しながら考えさせることにより､結

果に期待をもたせたい｡

◇｢凍らせたらペットボトルが膨れたため､

冷やすとかさが増える｣など､これまで

の生活体験から予想させたい｡水の三態



て調べる｡

第4.5時

『水も温めたり冷やしたりすると､空気と同じようにかさが変わる

のだろうか』

･試験管や丸底フラスコを使って水について調べる｡

第6,7時

『金属も温めたり冷やしたりすると､空気と同じようにかさが変わ

るのだろうか』
･アルコールランプを使ってスプーンや金属球を熟したり冷やし

たりして､金属のかさの変化について調べる｡

第2次 もののあたたまり方
第8,9時

『金属はどのように温まっていくのだろうか』

･アルコールランプを使い､金属 (スプーン､金属の棒､金属の

板)の温まり方を調べる｡

第10時

『水はどのように温まっていくのだろうか』
･試験管にサーモテープを入れ､水の温まり方を調べる

･水の温まり方を調べる実験方法を考える｡

第11∴12時
『水はどのように温まっていくのだろうか』

･前時で考えた実験方法で水のあたたまり方について調べる｡

第13,14時

『空気はどのように温まっていくのだろうか』

･空気のあたたまり方について予想し､目には見えない空気の温

まり方を調べることができる実験方法を考え実験する｡

第3次 水のすがたとゆくえ

第15,16時

『水は温め続けるとかさが減るのだろうか』
･第2次での気付きを確かめるために､水を温め続ける｡

第17,18時

『泡の正体と湯気の正体は』
･水が沸騰した際に出る抱と湯気の正体について考える｡

･抱を捕まえたり湯気を触ったりして､抱と湯気の正体を探る｡

第19,__2Q_時

『水は沸騰しなくても蒸発するのだろうか』

･これまでの生活体験や学習を振り返って考える｡

･日なたとひかげに水を置き､沸騰しなくても蒸発するのか調べ

る｡

夢21_し22嘩

『水は冷やし続けるとどのようになるのだろうか』
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変化の学習へと繋げていける貴重な意見

となるであろう｡

◇最初から火で温めるのではなく､今まで

の実験同様､お湯と氷水で実験させたい｡

お湯では体積変化が小さいことを捉えた

上で火を使うことにより､火を使う実験

に意義をもたせたい｡

◇金属球だけではなく､スプーンなどの身

近な金属も温めさせることにより､次の

｢もののあたたまり方｣の学習へとつなげ

ていきたい｡ 【素材のコントロール】

◇スプーンや､金属棒､金属板を使用する｡

手で触る､サーモテープ､ろうなど､様々

な方法で温まり方を調べさせることによ

り､実感を伴った理解へとつなげていき

たい｡ 【素材のコントロール】

◇スプーンに関しては､一人-実験ができ

るよう､人数分用意する｡実験を終えス

プーンを冷やす際､スプーンについた水

が沸騰する現象に興味をもたせたい｡

◇子どもたちの素朴概念をゆさぶるために､

水が上から下へあたたまっていく現象を

提示する｡ 【課題のコントロール】

◇思ったこと､考えられることなど､自由

に意見を発表させる｡次時への意欲を高

めさせたい

【子どもの相互作用の場のコントロール】

◇第11,12時とのつながりを大切にしたい｡

◇水は温め続けても100度以上にはならな

いことを捉えさせる｡

◇子どもたちの気付きから次の学習問題へ

とつなげていきたい｡

【子どもの相互作用の場のコントロール】

◇湯気と泡の正体についで ｢○○ならば､
△△になるはず｣と予想させる｡ 実験結

果を予想することにより､観察する視点

を焦点化させたい｡

◇第3学年で学習 した ｢日なたとひかげ｣

との関連を図る｡

◇水蒸気は消えて無くなるのではなく存在し

続けることに気付かせるために､蒸発した



･｢温め続ける｣とは反対の ｢冷やし続ける｣と水はどのように変
化するのか調べる｡

第23時

『水蒸気はどこへいったのだろうか』
･水を冷やし続けた際､水滴が試験管についたことを基に､水蒸

気の行方について考える｡

･教室の様々な箇所で水蒸気を捕まえることができるのか調べる｡

7.本時の展開 (23時間扱い 第13時)

(1)本時について

① ｢水はどのように温まっていくのだろうか｣を､

本時に選んだ理由

『もののあたたまり方』でポイントとなる内容の

一つとして､水のあたたまり方が挙げられる｡子

どもたちは､金属のように温められた所から順に温

まっでいく現象は解釈Lやすいが､水や空気のよう

に温まったものが移動しながら温まっていく現象に

ついては理解しづらいからである｡そこで､今回の

授業では､いかにしたら金属のあたたまり方とは違

う水のあたたまり方について実感を伴った理解につ

なげていけるかを提案したく本時を選んだ｡

② 水のあたたまり方を捉えるための手立て

本実践では､いくつかの実験方法で調べることに

よって､水の温まり方を捉えられるようにする｡[実

験方法を考える][水のあたたまり方について調べ

られる実験なのか][どのような実験結果が出るの

か][その実験結果から､仮説を証明することがで

きるのか]など､それぞれの実験方法に意義を見出

す｡このような学習過程を経ることにより､自分の

考えた実験方法に固執しがちな子であっても､友達

が考えた実験方法で水のあたたまり方を調べる際､

しっかりと観察し自然事象を解釈しようとするはず

である｡

③ 本時における 『学び続ける原動力』

これまでの学びから､ほとんどの子どもたちは

｢温度とかさの変化について調べた時と同じように､

先のことにも注目させ予想と実験を行う｡

◇ただ水の状態変化を観察するのではなく､

何度で氷に変化し始めるのか､温度は何度

まで下がるのかなど詳しく調べようとする

ために､温度についても予想し注目させる｡

◇第19,20時の学習内容を想起させ､関連

を図る｡

◇水蒸気の行方を教室内だけではなくもっと

ダイナミックに考えることによって､空気

中の水蒸気は空気の温度によって状態が変

わり､気象現象を起こしているという見方

や考え方ができるところまでねらいたい｡

水も金属と同じで､温められたところから順に温

まっていくはず｣と考えるであろう｡そこで､その

ような子どもたちの素朴概念に刺激を与え自分自身

の考えに疑問を抱かせるために､まず最初の水の温

まり方を調べる実験方法は 【試験管にサーモテープ

を巻き付けたガラス棒を入れ､水の温まり方を調べ

る】にする｡ 理由として､この実験方法で調べると､

子どもたちの予想とは異なる現象 (サーモテープが

上から変色してくる)が起きるからである｡この現

象に出会った子どもたちは､あれ? という思いか

ら ｢もっと詳しく調べてみたい｣というエンジンが

動き出すであろう｡ つまり､前時における素朴概念

へのゆきぶりが､本時の 『学び続ける原動力』の一

つになると考える｡そのため､前時においてはあえ

て､予想外の現象が起きる実験方法で水の温まり方

を調べ､本時を迎えることにした｡

また､実験方法は子どもたちの願いを大切にし､

可能な限り実現させてあげたい｡しかし､子ども

たちが考えた方法であれば何でも良いという訳で

はない｡[水のあたたまり方を調べる方法として適

切か][予想が合っているのなら､どのような実験

結果がでるのだろうか]を軸に､授業者とチビも

たちとで十分に実験方法を吟味していこうと思う｡

(2)本時の目標

･水はどのようにして温まっていくのかについて

関心をもち､実験の様子をじっくりと観察しよ

うとする｡ 【自然事象-の関心 ･意欲 ･態度】
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･複数の実験結果を関係付け､水は対流 しながら

温まっていくことを捉えることができる｡

【科学的な思考】

(3)本時の展開

学 習 過 程 ◇子どもを支える手立て･留意点㊥評価

○前時の学習を思い出す

水はどのように温まっていくのだろうか

○これまでの学習を振り返る｡

○実験方法を確認する

(ア)ビーカーに木くずを入れて調べる (水の動き)

【1,2班】

(イ)ビーカーに温度計を入れて調べる (温度変化)

【3,4班】

(ウ)試験管にサーモテープを巻いたガラス棒を2本入れて

調べる (温度変化) 【5.6班】

(エ)ビーカーにサーモインクを入れて調べる

(水の動き･温度変化)【7,8,9班】
○水のあたたまり方を調べる

･火を温めている所のすぐ上にある温度計から温度が変

わっそいったよ｡ すみにある温度計は変化が遅いね｡

･木くず実験は､木くずが動いていることがはっきり分かっ

たね｡けど､これって水の動きと言えるのかなあ｡

○実験結果を発表する

･試験管の上にあるサーモテープは下から上へ､試験管の

下にあるサーモテープは上から下へと色が変化しました｡

･温められた所にある削りかすは上へ上がり､その後､下

に下がっていきました｡

○水の温まり方について考える

･削りかすが動いたことから､水が動いていると言えると

思います｡

･サーモテープの色の変化からも､近いところから順にで

はなく､温められた水が上の方へ移動し､下へとまた戻っ

て来ることが言えると思います｡つまり､動きながら全

体が温まっていくのだと思います｡

･一つの実験からでは結論が出せないけど､いくつかの実

験を此べたり一緒に考えたりすると水の温まり方を説明

できるね｡

【緒論】金属とは違い､水は温められた水が上へ行った

り､上にあった冷たい水が下へ行ったりとグルグル回り

○感想をノートに書く｡

◇実験の準備は前時に終わらせておく｡本時は

可能な限り､自然事象にじっくりと向き合わ

せたいO

◇学習の履歴を振り返ることにより､本時の実

験に期待をもたせる｡

◇実験結果の予想を確かめさせる｡観察する視

点の明確化と実験に対する意識の深まりを目

指す｡

◇実験を行う際の注意事項を確認し､安全面に

細心の注意を払う｡

㊥実験の途中経過や結果をじっくりと観察し､

ノートに図や言葉で分かりやすく記録するこ

とができる｡

◇図を用いて発表したい子がいることが予想さ

れる｡そのために実験方法をホワイトボード

に描いておく｡

◇ここでは､考察の場を盛り上げるためにも､

日にした事実 (結果)をできるだけ子どもた

ちから引き出したい｡そのためにも机間指導

の際に､子どもたちの気付きを授業者が可能

な限り把撞しておく｡

◇ ｢削りかすが動いていた｡だから水は動いて

いるに違いない｡｣-期待する子どもの発言

である｡削りかすの動きと水の動きは､決し

て同じであるとは言い難い｡実際､味噌と木

くずとでは細かく観察すると動き方が少し違

うためである｡目には見えない水の動きを､

根拠を用いて説明する姿を期待したい｡その

ためにも､黒板に書いた子どもたちの気付き

や実験結果を図にしたものをじっくり見る時

間を確保する｡

㊥水の温まり方について､実験結果から自分な

りの考えをもっことができる｡
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(4)本時の評価
･水の温まり方に関心をもち､実験の途中経過や

結果をじっくりと観察しようとする｡

【関心 ･意欲 ･態度】
･複数の実験結果を関係付け､水の温まり方につ

いての考えをもっことができる｡

･複数の実験結果から､水は対流しながら温まっ

ていくことを捉えることができる｡

【科学的な思考】

8.座席表

【参考 ･引用文献】
･林 四郎,｢主体的な理科の学習をめざす 『実験

方法別のグループでの追究』｣

東京学芸大学附属世田谷小学校研究紀要26,

pp.119-130,1986

･菅野宣之,練馬区立旭丘小学校 第4学年 ｢も

ののあたたまりかたとかさ｣｢水のすがたとゆ

くえ｣

練馬区立小学校教育研究会理科部会 11月合

同研究会提案授業指導案

1:水 の温 ま り方 の 予 想 (太 字 は ､水 の温 ま り方 を知 織 と して 得 て い る子 )

2:授業者が注 目したノー ト記述機 甲の願い

女 子 13 男 子 13
1:下から上′＼ 1:下から上-

2:頼極的な発音を期
待する

女 子 14 男 子 14
1:下からL/i 1:左右の外側から上
2:次回は水の動き へ

女 子 15 男 子 15
1:じわ じわ泡が出 1:温めた ところか ら
るb )順に温まっていく8
2:本当にグ′レグノレ 2:温かい水つて本当
まわるのか?つて に上 に行 くのかな

感 じだけど､下～上となるならあっているかもしれなVヽ あ○

女 子 16 男 子 16
1ニ 1:じわ りじわ り温ま

ー盲扉｢ るO火に近いところ

女 子 17 男 子 17

1:下から上- 1:下から上′､9班

女 子 18 男 子 18

女 子 7 男 子 7

1:下から上r､ 1:金牌と同じ2:僕は水が動き､上から下-ヰ且まると思ラ
駆 1

女 子 8 男 子 8
1:下の方からだんだん温か 1:下の二容か ら

くなっていく□金属と同 温 ま って い

じようにoお風呂でお換 くO.金属 と同
を温める時に下の方から じ
温まっていつたから

2:水の動きが どうなるの

女 子 9 男 子 9

1:下から上- 1:温めた所か ら温まるo鯛 と同じQ

匹 } 2:どのように水が動 くか調べたいです;

女 子 10 男 子 10
1:下から上に 1:火 を.あてたとこ

2:なぜ上から赤くなつ ろからク′レク′レ回

･ たの?火が下にある .量
のだからしたからで 2:どのよ うに温ま
しよ !?とRaL,ヽまし つてい くのかよ

女千 ll 男 子 11

1:温めたところから順に 1:金牌と同じ

女 子 12 男 子 12
1:少し泡が出る 1:外から亨温まる
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女 子 1 男 子.1
1:金属と同じように温 1:順に温まる
~めた所からだんだん

広がっていくO ･〔牽 ⊃
2:1,2回目と3回目の
柵 ミ逮 うのは回つ
ているからかなと息

･ いました○.

女 子 2 男 子 2

女 子 3 男 子 3

1:火をあてた所か ら順 に 1:下から上-

温 まっていく○ [牽 ⊃
女 子 4 男 子 4

1..過重遡上 に上がつ 1:温めた所から上に行って横iこ行って下に行って2統

弧 に才子つて二 組 ナと2:上 挽 下,横と徽 すると
i うことを蜘 旺明した
い○水に木くずを浮かせ

れば水の動きが分かると
思 う｡ビーカーなど大き

女 子 5 男 子 5
1:金属と十緒 1ニ泡が立つ
2:水が動いているのか 2:水の動きをも

早く知 りたいですゝ つ と鮮 しく蘭
私は動いていると息 バ㌣てみたい

いますもなぜか と膏
うと上の方から赤く
なつ¶ るヽから○

女 子 6 男 子 6



9.学級経営案

2009(平成ZI)年唐
【学校教育目標】

思いゆたかに 考えふかく

ともに生きる子

【研究主題】
子どもとともにつくる

学校の創造

発見と追求を支える協働を !

Jl
支 え 合 う イ中間

【担任の願う子どもの姿】

☆友達と共に学校生活を楽しめる

子

☆4年 3組が大好きな子
☆様々なことにチャレンジできる子

☆人の話を最後までしっかりと聞け

る子(友達の話､教師の話)

【学級の児童の実態】

《生活面》
O｢あれをやりたい｣｢これもやりた
い｣など､何事にも興味をもち運ん
で取り組むことができる｡
O日々の係や当番活動に､とてもまじ
めに取り組むことができる｡
04年生として､下級生のお手本にな
ろうと頑装っている子が多い
○他者との関わりで､トラブルが多い
子が若干名いる
○とても元気で活発な子が多い
《学習面》
○積極的に自分の考えなどを言おうと
する子が決まってきている｡
○友達の意見に賀同したり､比べなが
ら自分の意見を言ったりすることが
できる子が多い
○日々の学習を大切にすることができ
る子が多い｡
○落ち着いて丁寧な字を書くことが
できる子が多い.ノートつくりにも生
かされ､自分の考えをしっかりと昔い
たり､見やすく整理されたノートにし
たりしようと努力できている.

4年3組 学報経営窯 2F378改訂
【学級づくりの重点】

担任 五十島 帝京

○友達と共に､学校生活を楽しむ○
係活動､給食当番､清整活動､クラス遊び等､みんなで一

つのことをやり遂げる楽しさを味わわせたい｡そのために

も､じっくりと話し合いをするための時間を確保し､繰り返し

みんなが納得するまでとことん意見を交流させ､よりよい

ものを生み出していきたい｡

△お互いを認め合える温かい雰島気つくり△
｢人それぞれ｣｢みんなちガってみんないい｣.一人一人
の個性を認め合い､一人一人の良さを見つけさせたい.そ

のためにも､クラス遊びやクラステーマなどの学級での活

動を充実させ､笑顔あふれるクラスつくりに努めたい.

□やりたいことにはとことんチャレンジロ

失敗は成功のもと｡子どもたらの思いや願いを大切に

し､様々なことにチャレンジさせていきたい.一つ一つの

ことを乗り越えたり､時には失敗を経寂したりしながらも､

自信と楽しみをもって高学年へ進級できるようにしたい,

【学級づくりの見通しと手立て】下段は書学期の成果と課題 ≪まとめの3学期...胸を頭つて高学年に進級しよう》≪まとまりの1学期-みんなで楽しもう≫ 《見つめる2学期-クラスのよさを伸ばそう》
一年間かけ､学級の文化を築き上げてきた 37名.自分たちガ築き 4年3組の良さは何なのか､4年3組だからできることは何なの 1年間の振り返りをすることにより､個人の成長､クラスの成長を
上げてきた文化が素晴らしいものであることを実感させたい.そのr=かなと､クラスを見つめ直す横芸を敢えて多くしたい.そこから､- みんなで認め喜び合いたい.また､これまでの履歴を振り返ること
めにも｢クラス遊びや誕生日会､係活動､千倉移動教室などの一つ-人一人の存在価値や4年3組というクラスの存在価値を見出し､子 によって､｢やればできる｣r学校は楽しいところ｣｢きつと､まだまだ
つのことをみんなで力を合わせながらじっくりと取り組み､達成感と どもたらにとって学校生活をよりさらに充実したものにしてい<手 楽しいことはあるはす｣｢新しい生活が楽しみ｣と､それぞれの子が

満定感を味わわせたい. 立てを考えていく.クラスのよさを伸ばすことによって､一人-人の子のよさも伸びていくことを期待する. 思えるようにしたい.

【1学期】 【2学期】 【3学期】
クラス遊びや誕生Ej芸など､クラスみんなで計画し実行してきた. l学期は)i,-ズさが目立ったために､2学期は教師から積極的に
楽しいことをみんなで実行することにより､4年3組に愛着をもっこと 基本的な生活習鯖を身につける大切さについて語ったり､ときに
ができたようである.しかし､ルーズさが目立ち始めてきた.基本的な は穀然とした態度で子どもたちに接したりした.自分たちの時間
生活習慣(話をしっかり聞く､学習に関係がない物は学校に持つてこ は自分たちで確保し活用することができることに気付いた子とも
ない､廊下を走らない等)をしっかりと身につけることができるよう､ たち.生活に減り張りが出てきた.やるべき時はやる､楽しむ時は

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
入学の会 運動会

学年集葺く常時不定期) 社会科見学(水)
社会科見学(水再生センター:3年復習)

教
科
学

習
活動

夏休み 教育実習期間 革休み

干意移動教室 遠足(昭和記念'Ll園) 社会科見学(東京湾周り)
プラネタリウム ポロ市見学

卒業の会

学級活動:係活動､当番活動､日直活動､クラス遊び､誕生日を祝おう､話し合い活動 等

クラステーマ｢みんなで家作り｣～【みんなの家作り】･【完成お祝いパーティー】･【材料を使って思い出の品作り】

自分自身に関すること 他の人や自然との関わりに関すること 集団や社会とのかかわりに関すること
【自立･節制】【思慮･反省】【勤勉･努力】【正義･勇気】【明朗･誠実】 【礼儀】【思いやり】【信頼･友情】【尊敬･感謝】【生命尊重】【動植物愛護】【規則の尊重･'Lin徳心】【勤労】【家族愛】

三つのお願い rかむjことの力 漢字辞典の使い方 白い幡芋 一つの花 アップと)L,-ズで伝える 言葉遊びの世界 ごんぎつね 思い出を書き残そう
夏休み報告会 新聞記者になろう

<らしを支える水 千倉の町を調べよう 私たちのくらしとコミ 昔の暮らし
地図学習

大きな数 円と球 1けたでわるわり算 表 角 三角形 2けたでわるわり苧 少数 面積 式と計算 ともなって変わる量 分数 折れ線グラフ

よ-<見よう附小の自然 星や月 不思議だね私たちの体 1 空気･水･毒属を比べてきまりをみつrj-よう

えれきてるll
リレー 運動会 ボール教材 水遊び

保健
楽しくのって歌おう(移動教室をもりあげよう)合奏しよう

のぴるの̀び-るふしぎな絵 愚の向こうは000)世界
私は絵の具マジシャン あじさいの絵 ギコギココロコロ楽しい仲間

跳び箱運動 鉄棒運動 フラッグフット なわとび マット運動 保健

ベースランニング

響きを感じて歌おう(仲間とつくろう) 思いを込めて歌おう(まとめ)

空を泳<魚 はじめまして彫刻刀 色糸あんでつないで つ<ってつかってたのしんで
さわりここちもいい感じ とびだす思いをカードにして すっと友だうだよ



10.振り返り

(1)本暗に目指していたことと､その具体

的手立て

学び続ける子どもの姿

○素朴概念へのゆさぶり

多くの子どもが抱いているであろう水のあたた

まり方に関する素朴概念 (下から温めた場合､下

から上へと順にあたたまっていく)をゆきぶり､

刺激を与えることができる学習過程や活動を構想

することにより､｢え!?おかしいな-｣｢もっと

詳しく調べてみたい !｣と心の底から子どもたち

が思えるようにした｡

自然事象を自ら解釈し表現するカを育てる

○実験方法を子どもたちとともに吟味し精選する

子どもたちが考えた実験方法を大切にし､問題

解決に取 り組むことが前提ではあるが､実験方法

によっては期待する結果が出なかったり､問題を

解決するために必要な実験ではなかったりする場

合がある｡そのため､自然事象を解釈する力を育

てるためにも､実験方法を十分に吟味し精選した｡

○全ての実験を行う

各グループに分かれ子どもたちが実験を分担す

る授業形態も考えられるが､そのような場合､自

分の実験方法や結果だけに固執してしまう子が出

てくることが考えられる｡ そこで､どの子も全て

の実験を行うようにする｡本時の水のあたたまり

方の結論を見出す際､どの子も全ての実験を行っ

ているため､実感を伴った結論を導き出すことが

できると考えた｡

(2)本時の振り返り
本時では ｢水はどのようにあたたまっていくの

だろうか｣を学習問題とし､前時までに考えた4種

類の実験方法<温度計><木くず><サーモテー

プ><サーモインク>で､水の温まり方を調べた｡

前時に､問題を解決するためにどのような実験が良

いのかと考え精選することは､結果を予想すること

につながり､実験-の期待が高まった｡そのため､

じっくりと興味深く実験を観察しノートに結果を記

録する子どもの姿にもつながった｡また､全ての実

験を子どもたちが行ったため､結果や気付いたこと

を発表する際､｢うん!うん!僕たちも同じだっ

た!｣｢いや､私達は違ったなあ-｣などの子ども

たちの声が聞こえてきたり､結果を発表する子が多

かったりと､話し合いの場が活性化した｡

しかし､結果を発表する際には､水の温まり方

に関すること以外の気付きについてのものがとて

も多く､結論を導き出す際､子どもたちが情報の

多さに混乱してしまった｡

その原因として､

･学習問題 ｢水はどのようにあたたまっていくのだ

ろうか｣の中に､二つの問題 ｢水は動いているの

だろうか｣｢水は下から上へ､そして上から下-

と温まっているのだろうか｣が含まれていたこと

･4種類の実験に対する結果予想が足りなかった

ことが考えられる｡

学習問題を二つに分けることにより､子どもた

ちは水の温まり方を調べているという問題意識か

ら､水の動き方を調べているという意識に変化し

ていく可能性があることが考えられたため､あえ

て､二つの問題が含まれている学習問題を本時で

設定した｡また､二つの結論を統合し一つの結論

を導き出すことにより､関係付ける力を育てるこ

ともねらったが､実際は情報が多くなりすぎチビ

もたちが混乱することになってしまった｡

子どもたちが発表した結果の中古と学習問題とは

関係のないものも多く挙がった原因として､実験

に対する結果予想が足 りなかったことが考えられ

る｡ 学習問題に対する予想はしていたが､4種類

の実験に対するさらに細かい結果予想まではして

いなかった｡そのため､子どもたちの実験に対す

る目的意識にぶれが生じたと考えられる｡

以上のことから､さらに赦密な学習過程や活動

[問題設定-予想 ･仮説-実験方法の精選-結果予

想-実験-結論づけ-新たな問題--]を構想す

る必要があったと考えられる｡また､結論を導き

出す際の話し合いを活性化させるためにも､結果

予想を十分に行い､観察する視点を焦点化させ､る

ことも大切であると考えられる｡
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